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Cr の Ti 置換は同様の効果を持つと考えられた。 
第３章２項では、Ti を置換した LaCrO3の熱膨張特性ならび導電率について検
討した。LaCr1-xTixO3の変態温度は、x=0.2 以上で室温以下に低下し、線膨張係数
は x=0.2 以上で SOFC 用電解質の安定化 ZrO2に近付く。これらは、熱サイクル時













を示した。β”-Al2O3への ZrO2添加が、耐 Na 性向上に有効であることを示した。 
SOFC では、空気極と電解質界面の 3 相界面量を最大とした電極を用いたセル
の発電試験を実施した。本セルを用いた 10kW 級モジュールは 10.2kW で発電効
率 46％(LHV)を示し、連続 755 時間発電を達成した。 
 第５章ではこれらの実験と考察の総括を示す。地球環境にインパクトの大き
な二酸化炭素排出量抑制のために、直接発電高効率発電システムの必要性が今
後高まると考えられる。直接発電システムとして、AMTEC と SOFC を取り上げ適
用材料の開発を行った後、発電試験を実施し、課題を解決するとともに新たな
課題提起を行った。これらより、地球環境の保全に対して機能性セラミックス
技術が貢献できることを示せたと思われる。 
 
